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特集
＊編集の都合上，変更になることがあります
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編集後記

●今年も早いもので，最終号を迎えました。少し気が早いですが，1年間ありがとうございま
した。今年は，「認知症」をテーマに 2度特集を組みました。近年，学会等々でも認知症はじめ，
訪問・在宅領域のテーマを目にすることが大変多くなりました。やはり時代の波を感じます。
社内に目を向けてみても，『訪問看護と介護』誌は順調に売り上げを伸ばし，『看護管理』誌では
フランス発の「ユマニチュード」を特集に取り上げて在庫僅少！でうれしい悲鳴を上げていま
す。看護はまず「人」をみる。認知症はまさにその人の人間としての存在に深くかかわってくる
だけに，医療の世界はもちろん，さまざまな領域でますます大きなテーマになるのだろうと思
います。映画でも今年，スタジオジブリが「しわ」というスペインのアニメを配給して話題を呼
びましたし，またフランスの「愛，アムール」は，認知症にかかる妻と夫との老いの道行きを描
いてとても印象的でした。『看護研究』は引き続き来年も，時代に即したテーマを取り上げてい
けたらと思っています。よろしくお願いいたします。	 （小長谷）
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看護学において若手研究者をどう育てるか？
看護学において若手研究者をどう育てるのか─これまでとこれから　吉沢豊予子

アジアにおける若手研究者育成の方略　牧本清子

日本学術会議をはじめとする学協会，大学院の立場から若手研究者の育成を考える
1）日本学術会議，日本看護科学学会の立場からの提言　小松浩子

2）日本看護研究学会の立場からの提言　中木高夫

3）千葉大学大学院看護学研究科研究科長の立場からの提言　宮﨑美砂子

若手研究者育成の歴史を紐解く	 	
─日本学術会議若手アカデミーの他領域を含む活動と看護界の展望　西村ユミ

【座談会】
若手研究者が考えていること─ “看護学 ”から何を創造するか？
落合亮太，佐藤一樹，坂井志織，濱吉美穂，西村ユミ，吉沢豊予子

●連載
質的研究の前提と正当性・7　家高洋
Words,words,words. 研究と言語─質的研究のために・13　江藤裕之
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